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1． 衆 議 院 議 員 選 挙

2． 参 議 院 議 員 選 挙

3． 衆議院の選挙区と議員定数．

参議院の選挙区と議員定数

1．衆議院議員選挙

第2次世界大戦後はじめての第22回衆議院議員選挙は1946年4月10

日に行なわれた。この時から選挙権をもつ人の年令がそれまでの25歳から

20歳に、被選挙権が30歳から25歳に変わり、またはじめて女子に選挙権

があたえられた。総人口にたいする有権者の割合は、男子普通選挙時代に

約2割であったのが、第22回衆議院議員選挙以後約5割となった。女子が

選挙権をあたえられてまもない第22～24回の衆議院議員選挙では女子の

投票率は男子より10％以上も低かったが、第32回衆議院議員選挙以降は

女子の投票率が男子のそれを上回っている。1946年4月以降行われた12

回の衆議院議員選挙のうち、全国の平均投票率の最も高かったのは第28回

衆議院議員選挙の76.99％、最も低かったのは第23回衆議院議員選挙の

67.95％である。

選挙による党派別の動向をみると、1947年5月3日の新憲法施行を前に

行なわれた第23回衆議院議員選挙で社会党が第1党となって革新主体の

中道連立政権が生れたほかは、いずれも保守系の政党が第1位となり、第

25回と第28回衆議院議員選挙以降は議員定数の過半数をしめている。無

所属その他は第22回衆議院議員選挙では議員定数の17.4％をしめていた

が、第23回衆議院議員選挙以後その勢力はきわめて小さくなった。第31回

衆議院議員選挙で公明党が衆議院に進出して以来、多党化時代がはじまり

今日にいたっている。婦人が選挙権をはじめて行使した第22回衆議院議員

選挙では39人の婦人議員が誕生したが、第23回に前回を上回る大量の立

候補にもかかわらず15人に減少した。その後も停滞をつづけ第33回では

7人となっている。

2．参議院議員選挙

各回の投票率は全般的に衆議院議員選挙の投票率よりも低く、最も高か

ったのは第10回参議院議員選挙の73.2％、最も低かったのは第5回参議院

議員選挙の58.7％である。男女間の投票率の差は衆議院と同じ傾向を示し

ている。

当選人の党派別をみると、第1回参議院議員選挙を除いていずれも保守

党が第1党となっている。衆議院では第27回衆議院議員選挙まで保守多党

化時代が続いて、第23回衆議院議員選挙を除いて保守党が衆議院の第1位

と第2位をしめていたが、参議院では常に革新系の政党が第2位をしめて

いる。

参議院の全選出議員にたいする婦人議員の割合は、常に衆議院の選出率

より高く、第9，10回参議院議員選挙で6％を越えた。

〔凡例と作図の要点〕

第2次世界大戦後に行われた衆議院議員総選挙と参議院制度の発足以後

行われた参議院議員通常選挙について、それぞれの選挙結果を各県ごとの

党派別当選人と投票率で表示した。またそれぞれの選挙ごとの党派別当選

人と得票率はグラフで表示した。衆議院議員総選挙はつねに議員定数全員

について選挙を行い、任期満了にともなって選挙を行う場合と衆議院の解

散によって選挙を行う場合の2通りである。しかし第2次世界大戦後に行

われた選挙はすべて解散によって行われたものである。参議院議員通常選

挙は、議員定数の半数を3年ごとに改選する選挙で、任期満了によって選挙

を行う。

〔資料〕

1． 財団法人公明選挙連盟，衆議院議員選挙の実績（第1回～第30回）

2． 自治省，昭和47年12月執行衆議院議員総選挙最高裁判所裁判官国民

審査結果調

3． 自治省，昭和46年6月執行参議院議員通常選挙結果調

4． 自治省，昭和49年7月7日執行参議院議員通常選挙結果調（速報）

3．衆議院の選挙区と議員定数

わが国の衆議院の選挙方法は、中選挙区単記投票制で、議員の任期は4年

である。1974年9月10日現在の議員定数は491人で、議員定数別の選挙区

の数は定員1人1区、定員3人43区、定員4人39区、定員5人41区であ

る。

議員定数は、1947年には117区466人であったが、奄美諸島、沖縄など

の復帰や人口の増加によって一部づつ法を改正し、1975年10月1日現在

では130区511人となった。

大都市とその周辺地域に人口がいちじるしく集中し、その他の地域で人

口が減少したため、選挙区ごとの有権者数と議員定数との比率がいちじる

しく不均衡になり、1974年9月現在議員定数1人あたりの有権者数はもっ

とも多い千葉1区で42.5万人、もっとも少ない兵庫5区で 8万人となっ

た。

3．参議院の選挙区と議員定数

第2次世界大戦終了までの旧憲法にもとづく立法機関は貴族院と衆議院

の二院から構成されていたが、新憲法にもとづき国の立法機関としての国

会は参議院と衆議院の二院で構成されるようになった。

参議院議員選挙は全国区と地方区ごとに同時に行われ、議員の任期は6

年で、議員定数の半数が3年ごとに改選される。参議院の議員定数は252人

で、そのうち全国区選出議員は100人、地方区選出議員は152人である。

地方区は各都道府県を1選挙区とし、その議員定数は選挙区の人口に応

じて、それぞれ2,4,6,8人と定めた。8人区は東京郡と北海道、6人区は愛知、

大阪、兵庫、福岡の4府県、4人区は15府県、2人区は26県である。しか

し、法制定後の人口の増減によって1974年9月10日現在の議員定数1人

あたりの有権者数は、最高が神奈川県の212万人、最低が鳥取の41万人で

その差は5.2倍となっている。

〔凡例と作図の要点〕

これらの図は国会議員選挙の選挙区の範囲とその選挙区の議員定数を表

示し、さらに議員定数1人あたりの有権者数を表示した。

〔資料〕

1．自治省資料

衆議院議員選挙の概要

回 年 月 日

1946.4.10

1947.4.25

1949.1.23

1952.10.1

1953.4.19

1955.2.27

1958.5.22

1960.11.20

1963.11.21

1967.1.29

1947.4.20

1950.6.4

1953.4.24

1956.7.8

1959.6.2

1962.7.1

1965.7.4

1968.7.7

1971.6.27

1974.7.7

1969.12.27

1972.12.10

議 員 数

464※ 人 人 人

人
人人

％

％

466

466

466

466

467

467

467

467

486

486

491

候補者数

2770 36,878,420 72.08

67.95

74.04

76.43

74.22

75.84

76.99

73.51

71.14

73.99

68.51

71.76

40,907,493

42,105,300

46,772,584

47,090,167

49,235,375

52,013,529

54,312,993

58,281,678

62,992,796

69,260,424

73,769,636

1590

1364

1242

1027

1017

951

940

917

917

945

895

選挙当日有権者数 投 票 率

22

23

24

回 年 月 日 議員数

地方区

全国区 100 246 60.93

150 331

40,958,588

（40,164,180）

43,461,371

47,036,554

50,177,888

53,516,473

56,137,295

59,544,407

65,886,145

71,177,667

75,356,068

61.12

56 311 72.19

76 252 72.19

53 234 63.18

75 213 63.18

52 150 62.10

75 191 62.11

52 122 58.74

75 208 58.75

51 107 68.21

76 221 68.22

52 99 67.01

75 233 67.02

51 93 68.93

75 212 68.94

50 106 59.23

75 199 59.24

54 112 73.20

76 237 73.20

地方区

全国区

地方区

全国区

地方区

全国区

地方区

全国区

地方区

全国区

地方区

全国区

地方区

全国区

地方区

全国区

地方区

全国区

候補者 当日有権者数 投 票 率

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

25

26

27

28

29

30

31

32

33

※第22回選挙は当選人数が定数466人に満たなかった。

（衆議院議員総選挙最高裁判所裁判官国民審査結果調から作成）

参議院議員選挙の概要

( )内の数は地方区における無投票選挙区を除いた数である

（参議院議員通常選挙結果調から作成）

衆議院の党派別当選人数の推移 参議院の党派別当選人数の推移
第33回(1972.12.10)の

衆議院選挙の当選人員

第10回(1974.7.7)の

参議院選挙の当選人員

新旧別 新旧別

年齢別 年齢別

（参議院議員通常選挙結果調から作成）
衆議院議員総選挙最高裁判所（裁判官国民審査結果調から作成）（参議院議員通常選挙結果調から作成）衆議院議員総選挙最高裁判所（裁判官国民審査結果調から作成）

政党の戦後の推移
全部または大部分の移動

一部分の移動

日本自由党

1945.11.9結成

日本進歩党

1945.11.16結成

日本協同党

1945.12.18結成

日本社会党

1945.11.2結成

日本共産党

1945.12.1再建

民 主 党

1947.3.31結成

協同民主党

1946.5.24結成

国 民 党 緑 風 会

農 民 党

1946.9.25結成

民主自由党

1948.3.15結成

国民協同党

1947.3.8結成

1947.5.17結成

1947.2.25結成

1949.2.14分裂

民主党連立派

民主党野党派

農民新党

1948.12.29結成

農民協同党

1949.12.9結成

社会革新党

1948.2.17結成

労働者農民党

1948.12.2結成

自 由 党

1950.3.1党名変更

国民民主党

1950.4.28結成

1951.10.24分裂

新政クラブ

1951.9.5民政旧友会が改称

社会民主党

1951.2.10結成

右派社会党

左派社会党

自 由 党

1953.11.30分党派の大部分を吸収

自由党分党派

1953.3.18結成

日本自由党

1953.12.1結成

改 進 党

1952.2.8結成

協 同 党

1952.7.23結成

日本民主党

1954.11.24結成

同 志 会

1960.1.30改称

1952.10.18解党

自由民主党

1955.11.15結成

第2院クラブ

1962.7.20結成

日本社会党

1955.10.13統一

公 明 党

緑 風 会

1964.3.24改称

1965.6.2解散

1964.11.17結成

民主社会党

1960.1.24結成
1970.4.16民社党に改称

1957.1.16統一
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1:16,000,000

第22回(1946.4.10） 第23回(1947.4.25) 第24回(1949.1.23) 第25回(1952.10.1)

第26回(1953.4.19) 第27回(1955.2.27) 第28回(1958.5.22) 第29回(1960.11.20)

第30回(1963.11.21) 第31回(1967.1.29) 第32回(1969.12.27) 第33回(1972.12.10)
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65％以上 70％未満

65％未満

85％以上

70％以上 75％未満

75％以上 80％未満

80％以上 85％未満

党 派 名

日自：日本自由党

進歩：日本進歩党

民主：民主党

民自：民主自由党

自由：自由党

吉自：自由党(吉田派)

鳩自：自由党(鳩山派)

改進：改進党

日民：日本民主党

自民：自由民主党

社会：日本社会党

右社：日本社会党(右派)

左社：日本社会党(左派)

共産：日本共産党

労農：労働者農民党

民社：民主社会党

公明：公明党

日協：日本協同党

国協：国民協同党

諸派：諸 派

無 ：無所属

当選人1人に対し1記号

衆議院議員選挙

衆 議 院 議 員 選 挙

党派別の得票率と当選人の比率

得 票 率

当選人の比率

投 票 率



1:16,000,000

第1回(1947.4.20) 第2回(1950.6.4) 第3回(1953.4.24) 第4回(1956.7.8)

第5回(1959.6.2) 第6回(1962.7.1) 第7回(1965.7.4) 第8回(1968.7.7)

第9回(1971.6.27) 第10回(1974.7.7)
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参議院議員選挙

参 議 院 議 員 選 挙

投 票 率

55％未満

80％以上

55％以上 60％未満

60％以上 65％未満

65％以上 70％未満

70％以上 75％未満

75％以上 80％未満

党派別の得票率と当選人の比率 党 派 名

日自：日本自由党

民主：民主党

自由：自由党

国民：国民民主党

吉自：自由党(吉田派）

鳩自：自由党(鳩山派)

改進：改進党

自民：自由民主党

社会：日本社会党

右社：日本社会党(右派)

左社：日本社会党(左派)

共産：日本共産党

労農：労働者農民党

民社：民主社会党

公政：公明政治連盟

公明：公明党

国協：国民協同党

緑風：緑風会

同志：同志会

諸派：諸 派

無 ：無所属

当選人1人に対し1記号

全国区

地方区

得 票 率

当選人の比率

65.2



65.3
(1974)

1:5,000,000

(1974)

1:5,000,000
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衆議院の選挙区と議員定数．参議院の選挙区と議員定数

参議院の選挙区と議員定数

地方区の選挙区界

選 挙 区 名

議 員 定 数(1人につき1記号)

東京

1974.9.10現在

全国区議員定数 50人

地方区議員定数(全国)152人

有権者数(全国)7606万人

地方区の改選議員定数
1人あたり有権者数

600,000人未満

600,000人以上 800,000人未満

800,000人以上 1,000,000人未満

1,000,000人以上 1,200,000人未満

1,200,000人以上 1,400,000人未満

1,400,000人以上 1,600,000人未満

1,600,000人以上

100,000人未満

100,000人以上 150,000人未満

150,000人以上 200,000人未満

200,000人以上 250,000人未満

250,000人以上 300,000人未満

300,000人以上 350,000人未満

350,000人以上

議員定数1人あたり有権者数

衆議院の選挙区と議員定数

選 挙 区 界(都道府県界をかねる)

選 挙 区 界

選 挙 区 名

議 員 定 数(1人につき1記号)

東京 1

1974.9.10現在

議員定数(全国)491人

有権者数(全国)7606万人
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